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ダイオキシン対策で整備

バグフィルター

放射性セシウム

●・♪●

●バグフィルターで実際にダイオキシンや重金

属が除去できています。

●放射性セシウムを含んだ微粒子の灰を吸着

させます。これにより、排ガスから放射性

セシウムがほぼ100％除去されています。

環境省のパンフレットでは、バグフ
ィルターによって「凄非ガスから放射
性セシウムがほぼ100％除去されて
います」と糸召介されているが…

放射性物質除去性能に疑問も

岩手県宮古市のがれき処理現場を：視察
する全匡lの自治体担当者ら＝昨年11月

20／2丘／月2伯′什

フ
ィ
ル
タ
ー
本
当
に
安
全
？

環
境
省
自
ら
「
不
十
分
」

と
認
め
る
状
況
下
で
、
放
射

能
汚
染
が
れ
き
を
燃
や
す
の

は
「
人
体
実
験
」
で
は
な
い

のか。大
迫
氏
は
「
こ
ち
ら
特
報

部
」
の
取
材
に
「
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー
で
の
ば
い
じ
ん
の
除

去
率
や
、
安
定
セ
シ
ウ
ム
、

安
定
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
で
の

除
去
率
の
高
さ
か
ら
、
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
ー
で
十
分
除
去
で

き
る
、
と
検
討
会
で
判
断
し

た
。
安
定
セ
シ
ウ
ム
の
挙
動

莞

■

‥

…

ガ

は
、
放
射
性
と
同
じ
に
な
る

と
考
え
て
い
い
。
災
害
廃
棄

物
を
燃
焼
し
た
試
験
は
こ
の

時
点
で
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
災
害
廃
棄
物
も
通
常
の

可
燃
物
な
の
で
、
性
状
が
都

市
ご
み
と
大
き
く
異
な
る
こ

と
は
な
い
」
と
主
張
し
た
。

環
境
省
も
「
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
除
去
率
は
実
際
に
9
9

・
9
9
％
だ
っ
た
」
と
反
論
す

る
。
そ
の
根
拠
を
尋
ね
る

と
、
同
省
が
昨
年
十
一
月
末

か
ら
十
二
月
中
旬
ま
で
の

間
、
福
島
県
内
六
カ
所
の
焼

却
施
設
で
測
定
し
た
結
果
を

示
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
「
除

去
率
9
9
・
9
2
～
9
9
・
9
9
％
」

と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
、
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
付
近

の
測
定
結
果
か
ら
算
定
し
た

に
す
ぎ
な
い
。
投
入
し
た
が

れ
き
に
含
ま
れ
て
い
た
放
射

性
物
質
の
総
量
は
調
べ
て
お

ら
ず
、
実
際
に
ど
れ
く
ら
い

除
去
で
き
て
い
た
の
か
は
疑

問
が
残
る
。

福
島
県
で
の
処
理
方
針

は
、
岩
手
、
宮
城
両
県
の
災

害
が
れ
き
の
広
域
処
理
に
も

継
承
さ
れ
た
。
見
切
り
発
車

し
た
「
福
島
モ
デ
ル
」
が
今
や

全
国
標
準
に
な
っ
た
の
だ
。

岩
手
、
宮
城
両
県
の
災
害

が
れ
き
は
、
通
常
の
年
間
量

の
十
～
二
十
年
分
に
相
当
す

る
約
二
千
万
ト
ン
。
東
京
都
と

山
形
県
が
受
け
入
れ
て
い
る

が
、
そ
の
ほ
か
の
地
域
で
は

住
民
の
反
発
で
調
整
が
難
航

し
て
い
る
。

環
境
省
は
、
広
域
処
理
の

安
全
性
を
必
死
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
。
そ
こ
で
振
り
ま

い
て
い
る
の
が
「
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー
安
全
神
話
」
だ
。
住

民
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
、
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
図

入
り
で
「
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

を
ほ
ぼ
1
0
0
％
除
去
で

き
、
大
気
中
へ
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
の
放
出
を
防
ぎ
ま

す
」
と
強
調
し
て
い
る
。
受

け
入
れ
に
反
対
す
る
住
民
は

「
無
知
」
と
言
わ
ん
ば
か
り

だ。
ご
み
問
題
に
詳
し
い
環
境

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
青
木
泰

氏
は
講
演
会
や
著
書
な
ど

で
、
「
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
安

全
神
話
」
に
疑
問
を
投
げ
か

け
て
い
る
。

「
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
は

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
も
す
べ
て
取

り
切
れ
な
い
の
に
、
原
子
レ

ベ
ル
の
放
射
性
物
質
が
除
去

で
き
る
と
い
う
の
は
、
サ
ッ

カ
ー
の
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
で
野

球
の
ボ
ー
ル
を
捕
獲
で
き
る

と
言
う
に
等
し
い
暴
論
だ
。

焼
却
炉
の
煙
突
か
ら
放
射
性

物
質
が
放
出
さ
れ
れ
ば
、
そ

の
空
気
を
吸
っ
た
住
民
は
内

部
被
ば
く
す
る
」

検
討
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
「
技
術
的
な
検
討
の
場

を
非
公
開
に
す
る
理
由
は
全

く
な
い
。
本
来
は
二
⊥
二
年

か
け
て
検
討
を
重
ね
な
け
れ

ば
い
け
な
い
問
題
だ
が
、
環

境
省
は
、
放
射
性
物
質
が
除

去
で
き
る
と
い
う
実
際
の
デ

ー
タ
が
な
い
ま
ま
、
が
れ
き

焼
却
方
針
を
決
め
て
し
ま
っ

た
。
方
針
を
決
め
た
後
に
実

験
で
つ
じ
っ
ま
を
合
わ
せ
て

も
、
誰
に
も
信
用
さ
れ
な

い
」
と
憤
る
。

で
は
、
ど
う
す
る
か
。
青

木
氏
は
訴
え
る
。

「
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
9
9

・
9
9
％
除
去
で
き
る
と
い
う

説
明
は
直
ち
に
や
め
る
べ
き

だ
。
現
在
の
よ
う
に
、
汚
染

度
に
か
か
わ
り
な
く
、
何
で

も
燃
や
す
の
は
間
違
っ
て
い

る
。
受
け
入
れ
の
基
準
を
早

急
に
決
め
る
必
要
が
あ
る
」
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性物質がまき散らされ、住民が2次被ばくする恐れは

ないのか－。環境省は「安全」と言い張るが、その根拠

は薄弱だ。同省は昨年6月、実際のデータがないまま、

災害がれきの焼却処理方針を決めていた。（佐藤圭）

東京電力福島第一原発事故の放射能に汚染された東

日本各地の焼却施設で連日、ごみが燃やされている。

岩手、宮城両県の災害がれきは地元では処理しきれ

ず、全国で受け入れる計画が進む。焼却施設から放射

「見切り発車」の災害がれき処理

有識者会議が判断の参考にし
た資料。議事録によれば批判
的な意見も出ていたという単科　　　且

201年6貝5日（日）

騨能を射た災雪柳の脚断る蘭

謡深窓宗セッター

ごみ脚塵の集じん効率
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環境省実証データなし批判黙殺

20／2号周2伯・

昨
年
六
月
十
九
日
、
東
京

・
霞
が
関
の
環
境
省
第
三
六

議
室
。
非
公
開
で
開
か
れ
た

有
識
者
会
議
「
災
害
廃
棄
物

安
全
評
価
検
討
会
」
は
、
福

島
原
発
周
辺
の
警
戒
区
域
・

計
画
的
避
難
区
域
を
除
く
福

島
県
内
の
災
害
が
れ
き
の
処

理
方
針
を
了
承
し
た
。
非
公

開
の
理
由
は
「
表
に
出
せ
な

い
デ
」
夕
が
あ
る
」
　
（
同
省

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

部
）
だ
っ
た
。

密
室
で
決
ま
っ
た
の
は
、

大
き
く
言
っ
て
①
木
く
ず
な

ど
の
可
燃
物
は
、
新
た
に
放

射
能
対
策
を
講
じ
な
く
て

も
、
既
存
の
焼
却
炉
で
焼
却

可
能
②
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
が
一
票
当
た
り
八
〇
〇
〇

跨
以
下
の
不
燃
物
や
焼
却
灰

は
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て

が
可
能
で
、
八
〇
〇
〇
㍍
超

に
つ
い
て
は
一
時
保
管
－
の

二
つ
だ
。

可
燃
物
に
つ
い
て
は
「
十

分
な
能
力
を
有
す
る
排
ガ
ス

処
理
施
設
」
と
の
条
件
を
付

け
た
。
「
十
分
な
能
力
」
と

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
で

整
備
さ
れ
た
「
ろ
布
式
集
じ

ん
機
（
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
）
」

と
呼
ば
れ
る
高
性
能
の
排
ガ

ス
処
理
装
置
の
こ
と
。
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
対
策
が
放
射
能
汚

染
に
通
用
す
る
と
は
、
に
わ

か
に
信
じ
難
い
。

こ
の
時
点
で
、
放
射
能
汚

染
が
れ
き
を
実
際
に
焼
却
炉

で
燃
や
し
た
デ
ー
タ
は
な
か

っ
た
。
環
境
省
に
よ
れ
ば
、

そ
の
主
な
根
拠
は
、
検
討
会

委
員
の
大
迫
政
浩
・
国
立
環

境
研
究
所
資
源
循
環
・
廃
棄

物
研
究
セ
ン
タ
ー
長
が
同
会

に
提
出
し
た
資
料
だ
っ
た
。

そ
の
一
つ
が
、
同
セ
ン
タ

ー
作
成
の
「
放
射
能
を
帯
び

た
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
関

す
る
検
討
」
。
ぜ
ん
そ
く
や

肺
が
ん
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
の
あ
る
「
P
M
2
・
5
」

と
い
う
粒
子
状
物
質
は
、
バ

グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
「
9
9
・
9

％
以
上
（
除
去
で
き
る
）
」
。

だ
か
ら
「
（
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
な
ど
の
）
元
素
も
捕
集
さ

れ
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。

た
だ
、
わ
ず
か
四
坪
の
資
料

だ
け
で
は
、
そ
の
理
由
は
よ

く
分
か
ら
な
い
。

も
う
一
つ
が
「
一
般
廃
棄

物
焼
却
施
設
の
排
ガ
ス
処
理

装
置
に
お
け
る
セ
シ
ウ
ム
、

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
除
去
挙

動
」
と
題
し
た
論
文
だ
。
二

〇
〇
九
年
秋
、
バ
グ
フ
ィ
ル

タ
ー
を
備
え
た
「
A
自
治

体
」
の
焼
却
炉
で
測
定
し
た

と
こ
ろ
、
セ
シ
ウ
ム
の
除
去

率
は
「
9
9
・
9
9
％
」
と
い

う
。
だ
が
、
こ
こ
に
登
場
す

る
の
は
放
射
能
を
持
た
な
い

「
安
定
セ
シ
ウ
ム
」
と
「
安

定
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
」
。
そ

も
そ
も
放
射
性
物
質
を
テ
ー

「
被
災
地
復
興
の
た
め

に
は
、
が
れ
き
受
け
入
れ

に
協
力
す
る
こ
と
が
不
可

欠
」
。
東
京
都
の
担
当
者

は
本
紙
記
者
の
取
材
に
こ

う
答
え
て
い
た
。
都
民
の

不
安
や
懸
念
に
対
し
て
、

環
境
省
の
お
墨
付
き
が
あ

る
と
い
う
事
実
は
さ
ぞ
心

強
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
〝
根
拠
レ
ス
″
だ

っ
た
と
な
る
と
…
。
「
」
都

合
主
義
で
振
り
回
さ
れ
て

は
た
ま
ら
な
い
。
（
木
）

マ
に
し
た
実
験
で
は
な
い
の

だ。
有
識
者
の
お
墨
付
き
を
得

た
環
境
省
は
六
月
二
十
三

日
、
こ
の
方
針
を
正
式
決
定

焼
却
あ
り
き
密
室
で
決
定

し
た
。
後
日
公
表
さ
れ
た
会

議
の
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て

「
机
上
の
仮
定
の
数
字
が
多

い
」
　
（
酒
井
伸
丁
京
都
大

学
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
長
）

と
批
判
的
な
意
見
も
あ
っ
た

が
、
環
境
省
は
黙
殺
し
た
。

同
省
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク

ル
対
策
部
は
「
十
分
な
デ
ー

タ
は
な
か
っ
た
が
、
方
針
は

す
ぐ
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
ご
み
を
燃
や
す
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
郡
市
生

活
は
成
り
立
た
な
く
な
る
」

と
説
明
す
る
。
ま
さ
に

却
あ
り
き
」
だ
っ
た
。


